
株式会社森燃

　「検針の自動化に伴い、それまで検針に費やしていた時間と人材を他の業
務に充てられるようになりました。特に機器の修理や点検などの依頼が増え
る繁忙期に、スピーディーな対応ができることは顧客サービスにつながりま
す」と小野寺部長は話す。また、
24時間集中監視センターの見守
り体制でこれまで以上に残量監
視が正確にできるため、冷暖房
の使用開始時期などガスの使用
量の変化率が大きい顧客に対し
ても配送計画が立ち、安定供給
が見込めるという。「読み取れる
情報量が増え問題が生じる前に
対処できるため保安の観点から
も役立っており、不具合に対して
の原因解明にもつながります。お
客様からはガスメーターが遮断
する前に連絡が入ったと満足い
ただけました」

検針業務の効率化で顧客サービスを拡充
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　創業73年を迎える株式会社森燃は地域密着型の事業を展開。きめ細かな
サービスと真摯（しんし）に取り組む営業姿勢で着実に施工実績を増やし、顧
客の信頼を得てきた。「LPガスや灯油の販売に加え、冷暖房や空調工事、機
器メンテナンスまでお客様の要望に広く対応できるように努めております」と
ガス保安部の小野寺文男部長。従業員の大半が地元出身で、プライベートで
も交流がある風通しの良さも73年の実績につながっている。

（岩手県一関市）
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　通信機器メーカーの選定は、通信エリア内でバックアップ体制が整ってい
たこと。「予定していた現場で通信できなかったところは１件だけでほぼ問題
ありませんでした。通信業者の
方には現場に同行してもらうこ
ともあり、懇切丁寧に教えてい
ただき本当に助かりました。反
省点としては、施工写真をスマ
ホで撮影していたため不鮮明な
所があり撮り直しのため再度現
場に行ったこと。画面の大きい
タブレットなどを利用して撮影す
ることをお勧めします」
　また、事業者決定が８月下旬
だったため、施工時期が秋から
冬にかけての繁忙期と重なり作
業人員の確保に苦慮したとい
う。「事業者確定から完了までの
期間がもう少し早いと助かりま
すし、お客様への周知にも時間
がかけられると思います」

補助事業を検討している方へのアドバイス

　補助金申請は今年度が初。2,930件
の顧客に対して811件（2022年10月現
在）で導入が進んだ。今後も普及を推進
する一方「検針スタッフとの対面を楽し
みにしている高齢者の方もいらっしゃい
ます。検針自動化と併せて顧客とのコ
ミュニケーションもこれまで以上に密に
したいです」と力を込める小野寺部長。
地域密着を軸に“燃料と設備の森燃”と
してこの地で更なる事業の拡大を目指
す。

今後の展望
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